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北海道帯広市周辺における越冬期の水鳥類の個体数について

NumberofwinteringwaterfowlsinObihiro,easternHokkaido

池田 亨嘉
YukiyoshiIKEDA

Abstract-Thenumbersofwaterfowlswasinvestigatedatl6spotsinobihirocityandsurr・unding

areasduringthewinteringperiod,fromSeptember2004toMay2006.

NumbersofthewaterfowlswerethemostduringDecembertoFebruary.InApriltherewasatemporal

increase.Thenumbersofthewaterfowlswhichwerethemostforeachinvestigatedmonthswere5461

birdsinJanuary2005and4520birdsinFebruary2006.Twenty-onekindsofwaterfowlswereobserved

duringthetwoyears.

Thenumbersandspeciesthatwereobser▽edweregreaterfor2004than2005・Regardingthenumbersof

eachspecies,MallardA纐sρ1の 吻 η6加swereseenthemost,anditsnumberswerealmosthalfofthetotal

waterfowls.Fortheothers,TealAη αsρ1α砂吻 η伽s,Whooperswan(攻gπ πs㎎ ηπs,Pin-tailedDuckAη αs

αo脚,BluebilL肋 αsρ 鋸1ψ6,Whistler.Bπ6励 α1α61απg%1α,SpotbillDuckAη αsρ066∫107勿 η6肋werethe

majorwaterfowlsseen.Withmanykinds,therewerethegreatestnumberinJanuaryandFebruary・

However,thePin-tailedDuckA.α6π 孟αhadgreatestnumberinApril.

Eventhoughitwasnotduringamigrationperiodforthebirds,fluctuationinnumberswereobserved

duringDecembertoFebruary.Thechangeindepthofthesnowmayhaveaffectedthegatheringand

scatteringofthebirdsintheregion.

は じ め こ

帯広市は,北 海道東部 の十勝支庁 中心部 に位 置 し、北側 を十勝川,東 側 を札 内川 とい う二つの大河

川に挟まれた人 口約17万 人の都市で ある。

この帯広 とい う地名は アイ ヌ語 で 「オペ レペ レケプ」=「 川尻が い くつ に も分かれた川」 とい う意

味の言葉 が語源 とされている。 この地名 は本来,帯 広 川を指すが,現 在で もその名残で ある池や小中

の河川があ り,そ れが現在では地域全体 の地名 となっている。 この他 に近年掘削され た人工的な河川

も見 られる。

帯広市 よ り東方へ約5kmの 音更町十勝川温泉では,十 勝川本流でオオハ クチ ョウに対す る餌付 け

が行われてお り,多 数 の水鳥が集 まる冬の観光地 とな って いる。餌付 けの程度 に差があるが,帯 広市

街地 の中にもこのよ うな水辺が数カ所ある。

野生生物 と人間社会 との共存 を考えた とき,基 礎 的な情報 として,そ の分布や個体数 を明 らかにす

る ことは重要な ことであろ う。

帯広 市周辺での水鳥 に関す る調査 はい くつかあ り(日 本 野鳥 の会1991,ア ー クコー ポ レーシ ョン

2001,内 田 ・藤巻2002,ほ か),同 時 に筆 者は1996年 以 来,帯 広市街 地やその周辺 のい くつかの場

所で散発的な調査 を行 ってきた(池 田 未発表)。 これ らの ことか ら,地 域全体 の水鳥 の越冬状況 を明
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表1.調 査 地 の 概 要

Table.1Environmentofstudysite.

調査地名 短径川幅 流速 水深 灘 す 護岸 周辺環境 特 徴

止 水St.l

St.2

St.3

St.4

St.5

St.6

St.7

St.8

自由が丘温泉

農高池

水光園

長谷川物産池

帯広温泉

緑ヶ丘公園十勝池

札内ガーデン温泉

十勝川温泉上流池

河川St.9伏 古別川

St.10ウ ツベツ川

St.11売 買川

St.12帯 広川 上流

St.13帯 広川下流

St.14帯 広川南一線橋餌場

St.15十 勝川温泉 白鳥護岸

St.16平 原大橋～鈴蘭大橋

10m未 満 止水

10m未 満 止水

10m未 満 止水

30m未 満 止水

30m未 満 止水

100m未 満 止水

100m未 満 止水

100m未 満 止水

浅い 有り

浅い 有り

深い 無し

浅い 有り

やや深い 少ない

やや深い 多い

深い 有り

深い 無し

コンクリート

植生

植生

人工

植生

植生

人工

植生

10m未 満 緩 浅 い 無 し コンク リー ト

30m未 満 緩 浅い 少ない コンクリー ト・植生

10m未 満 急 ・緩 浅い 少ない 植生 ・コンクリー ト

30m未 満 緩 浅 い 多い コンクリー ト・植生

30m未 満 緩 深 い 有 り コンクリー ト・植生

100m未 満 緩 やや深 い 有 り コンクリー ト

100m以 上 緩 ・急 深 い 多い コンクリー ト・植 生

100m以 上 緩 ・急 深 い 無 し コンク リー ト・植生

巨石 ・植裁 温泉 の中庭 、ア ヒル飼育

自然林 ・住宅 湧水池、住 民の餌付け

植裁 林 旧帯広川 の一部

市街地 襲篇 く架循響

市街地 ・植裁 湧水多 く、結氷 しない

公園・疎林 醤 鍮 鯉 人地

郊外 髭 蒲 響の大きな池

ヨ源 パークゴルフ場 螺 継 翻 人工的に

市街地 糊 な水草のなかの細い

市街地 粥乏犠 かな漁 帯広

市街地 磁 獲 論 勾配急

市街地 幸講 とイネ科やヤナ

市街地 擁 勤 撚 ヤナ

市街地 堰堤上流に水が滞留

市街地・耕作地 犀藁 の水制護岸で左

ゴルフ場・ヤナギ林 温排水の流入有り

水
粗
止
緩

急

流れがない

水面が波立たない
流量が多く瀬もある

*1*2

*2

浅 い

やや深 い

深い

*3

肉眼で水底が見える

水底が部分的に見える
水底が見えない

*3

無 し

少ない

有 り

多い

餌付け確認されず

散発的な餌付け
定期 ・非定期的な餌付けがある

餌付けが途切れない
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らかにす るため には,水 鳥 の飛来地 を可能な限 り網羅 した調査 を定期的に行 う必要が あると考 えた。

そ こで この調 査では,帯 広市街地 およびそ の周辺の水鳥類 について,そ の越冬地 を リス トアップ

し,越 冬期 の飛来状況を月 ごと,飛 来地 ごとに明 らかにす る ことを目的 とした。

2003年ll月 か ら2006年5月 までの調査で得 られ た記録の うち,本 報告 ではお もに個体数 の動態

について基礎的な報告 を行 う。

なお この調査ではカイツブ リ科Podicipedidae・ カモ科Anatidae・ クイナ科Rallidaeを 対象 とした。

調 査 地

この調査では帯広市街地西端付近から音更町十勝川温泉までのあいだに見られる水鳥の飛来地のう

ち,16カ 所を調査地とした。また,水 辺周辺ではない畑などにいた個体は含めなかった。

調査場所とその景観の概要を図1,表1に 示 した。

掲載順は止水 と河川をわけ,水 面規模の小さいものから大きいものとした。

調査地の規模は筆者の観察と住宅地図,国 土地理院5万 分の1地 形図などか ら推定した。

調 査 期 間

2003年 に予備調査 を11月 か ら4月 まで行 い,こ の調査結果 を基 に調査 地 と調査月を確定 した。本

調査は2004年 か ら2006年 まで の越冬期 とその前後(9～5月)に 月1回 ご と行 った。

本報告で は2004年9月 ～2005年5月 の調査 を2004年 度調査,2005年9月 ～2006年5月 の調査 を

2005年 度調査 と呼称す る。

また調査 日は調査者 の確保等 の関係で,正 確な一月 ごとにはな っていないが,2004年 と2005年 で

なるべ く同 じよ うな調査 日に設定 した。 また,同 様 の理 由で,ほ とん どの調査 を土曜 日にお こな っ

た。

2004年 度 調 査 日=2004年9月21日,10月24日,ll月13日,12月18日,2005年1月10日,2月

19日,3月12日,4月2日,5月7日.

2005年 度 調 査 日=2005年9月24日,10月22日,11月19日,12月17日,2005年1月14日,2月

18日,3月18日,4月8日,5月6日.

調 査 方 法

1人 から3人 で班を構成し,調 査場所を数カ所ずつ割 り当てた。

調査には肉眼,双 眼鏡20か ら60倍 の望遠鏡を用いた。

マガモはオスとメスを区別し,ハ クチョウ類は成鳥と若鳥を区別 して個体数を数えた。カモ類の小

さなヒナは区別 して数えたが合計には計上しなかった。このほかの水鳥は雌雄若成を区別せずに種類

のみを区別して数えた。また,サ ギ,シ ギ,カ モメ類などは気がついた場合は記録したが,今 回の結

果には加えていない。

小中河川では川に最も近い道路,堤 防を移動しなが ら,あ るいは橋の上か ら見通して調査した。

池ではなるべく鳥を移動させない(逃 げる場合と寄って くる場合がある)地 点か ら全体を見回し,可
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能ならば移動 しなが ら調査した。河川の場合は便宜的に橋で区切 り,橋 のあいだごとに記録し,後 に

集計した。十勝川本流に架かる橋では,橋 の上の見通 しのいい地点から調査 した。

なお,同 様な調査を行 う上で重要 と思われる事柄 につ いて述べる。

9月 は1人 での全場所調査が可能だが ,そ れ以降 は 日没の早ま り,積 雪,早 朝の川霧の発 生な どの

ため調査 可能 時間が短 縮する。 た とえば12月 はおそ くとも午後3時 には調査 を終 了しな ければ ,遠

くの鳥が同定困難 になる。 このため,最 低で も5か ら6名 を必要 とす る。 この調査者の確保 が調査実

行上最 も重要である。

日曜 日は河川敷で の レジャーな どのため人が多 く入 り込 み,水 鳥 が寄 りつかない場合があ るため ,

調査は 日曜祝祭 日を避け るべきである。

調 査 結 果

調査地域全体の個体数

1総 計

調査月ごとの個体数の総和を総計とした。

表2に 総計と種類別の月ごとの変化を示 した。

2004年 度調査

9月 は802羽 で,10月 の2661羽 か らおお よそ1000羽 ず つ増加 し,1月 に5461羽 で最多 とな った。

2月 か らは4947羽,3月 は3500羽 と減少 し,4月 は3533羽 で ほぼ横這 いだった。5月 には816羽

へ と急激 に減少 した。

2005年 度調査

9月 は905羽,以 後増加 したが,数 は比較 的少なか った。2月 は4520羽 で最多 とな った。3月 は

2604羽 へ と急激 に減少 し,4月3216羽 へ と再び増加 し,5月 は480羽 だった。

調査地別の概 要

調査地別 の総 計の月ごとの変化を,表3に 示 した。

個体数がある程度多か った種類(カ ワアイサ以上)に ついて,個 体数 の変化 を表4に 示 した。

また,最 多数 の比較や水鳥の分布状況 を網羅す るため,種 類別調査地 ごとの最多数について ,表5に

示 した。

個体数 では,St.12,13,15で 最 も多 く,そ れぞれ最多月の個体 数が1000羽 前後 に達 して いた。環

境はすべて河川で,餌 付けが有 るか または多かった。餌付 けがな い調査地 ではSt.16が 多 かった。

止水 の調査地は1月 前後 に結氷す る場所が多 く,個 体数は多 くて もほ とん どが200羽 前後だった。

種数は流水 の調査地 の方 が多 く,St.13で 最 も多 く観察 され た。2004年 度調査 では18種 類,2005

年度 調査で は14種 類 だ った.St.12,15,16で も10種 類以上観 察 された。止水 ではSt.8の2005年

度調査での12種 類が最 も多か った。

個体数は12か ら2月 が多 い傾向があるが,種 数 は10月 または4月 に若干多 い傾向が見 られ る。必

ず しも個体 数の増減 と種数は連動 しないようで ある。
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表2.

Fig.2.

科

種 類 別 月 別 個 体 数

Amonthlyfluctuationofthenumbersofwaterfowl.

2004年 度 調査

学 名 和 名9月10月11月12月1月2月3月4月5月

PODICIPEDIDAE7初6勿6ψ 伽sγ瞬oo〃∫5 カイツブリ 3 8 92010151410 3

ANATIDAE qソ9"πs㎎ ηz6s

・肋 αs1う1α砂7勿 η6加s

・肋 αs1)oθo∫107勿ηo加

ノ1η0156名θ60σ

・肋 αsプbγ〃zo∫α

・肋 α∫カ16α孟α

・4ηα∬'7砂 θzα

ノ肋 ごzs1)θ%θZψ6

Aη αsα〃z〃歪6απo!

Aη αsα6協o!

・肋 αsg%6η π6伽1α

・肋Olsψ ゆθOl孟α

4γ 吻 σ々7勿 α

4y'勿 αル1忽%zα

4y〃 ηα〃zαア吻

研S'7∫0短6%S雇S〃 ∫0疵6Z4S

Bπ6砂 勿zα6zσ ㎎%zα

愉 讐πsα1∂θ〃πs

醜 讐πs〃z6㎎ αηsθ7

オオハクチョウ

マガモ

カルガモ

コガモ

トモエガモ

ヨシガモ

オカヨシガモ

ヒドリガモ

アメリカヒドリ

オナガガモ

シマアジ

ハシビロガモ

ホシバジロ

キンクロハジロ

スズガモ

シノリガモ

ホオジロガモ

ミコアイサ

カワアイサ

雑種などのカモ

432

189

121

3962358561735444213

1409204725122600222815491287

248273327382366238284

402346763950677392730

1

1 2 2 2

15386399321299396251

1121122

144109136176172110

172

6187

2

2

1

3847

6

1

53

1

14

122

426389

21

2

373

2

433

4

12

1

57

1

4826839021734985

11210

355032

732

19

48

4

3

72

34

295

2

278

6

7

86

148

362522

468

RALLIDAE 1勉41∫6α認zα オオバン 1

Family

2005年 度調査

学名

総計

種数(雑種除く)

和名

8022661342948275461494735003533816

101414151615151711通 算20種

9月10月11月12月1月2月3月4月5月

PODICIPEDIDAE7吻 醜ψψ'πε畷60〃 ∫

ANATIDAE c㎏"πs㎎ ηπs

ノ肋 αsρ1α砂7勿 η61zo5

ノ肋 αs1)06c∫10z勿ノiη碗 α

〆1ηOls67iθ06σ

・4鰯Sプbγ初OSα

Aη α∫カ16α'α

・肋 αss伽 ψ θ名α

・肋osρ6麗1ψ8

/1ηαso:〃z6万6αηα

〆1%αsα6z4`α

・肋 αsσ%θηπθ伽1α

・肋 α∫6妙6α 如

4y'勿 αカ7勿 α

4y'勿 αルz匁 π1α

4y'勿 α〃zαγ∫1α

1万S〃 ∫0π∫α4S砺5〃 ∫0π∫CπS

Bπ6ψ 勿1α01α ㎎ π1α

漉 ㎎πsα1∂θ〃πs

娩 響πs〃z6磐 απs〃

カイツブリ

オオハクチョウ

マガモ

カルガモ

コガモ

トモエガモ

ヨシガモ

オカヨシガモ

ヒドリガモ

アメリカヒドリ

オナガガモ

シマアジ

ハシビロガモ

ホシバジロ

キンクロバジロ

スズガモ

シノリガモ

ホオジロガモ

ミコアイサ

カワアイサ

雑種などのカモ

1

18

495874

211178

75306

1

1

30232

1

56

4 7

9 7 8 6 5 1 2

171222476477551471

184820681734226611741314128

26922324534929624828

22642835552731552275

1 2 1

290244366392347276120

111211

103116194922194571

5 1 1 2

1127901328707319190

1

1

4

9
盈

288

(
U

3

0

1

ρ
U

9
0

1

143

2

27

1

210

6

95

1

1

266

8

60

2

80

5

9
乙

3

9
0

q
乙

9
0

∩乙

-

り
乙

1

31

RALLIDAE 翫1∫Cα α〃α オオバン 1 1 1

総計

種数(雑 種除く)

9051830310634953722452026043216480

71513131514131312通 算16種
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表3.調 査 地 別 の 個 体 数 と 種 数

Table.3Numbersofwaterfowlobservedineverystudyarea.

(2004年 度調査)

個体 数 9月10月11月12月1月2月3月4月5月 種 数9月10月11月12月1月2月3月4月5月 通 算

St.l

St.2

St.3

St.4

St.5

St.6

自由が丘温泉

農高池

水光園

NDND15

5793122

11

長谷川物産池4

帯広温泉

緑ヶ丘光園十勝池134

53

24

160

162626336

17912415016012

793385

494429656122

57121171278231

1729

St.7札 内ガ ーデン温泉ND60961278275ND209

St.8十 勝 川温 泉上流池2665125255

St.9伏 古 別 川
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個体数(羽)
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止 水

st.1自 由が丘温泉の池6443-21-73(環 境省都道府県別 メ ッシュマップ ・コー ド)

帯広市 自由が丘4丁 目の大衆浴場 の庭 の人工池。池の南側 は巨石 とコンクリー トで構成 され た園庭

斜面で,巨 石 の合間 に トドマツ,ヤ マモミジな どが植裁 されている。北側は温泉施設が密着 している

ため平坦 部は狭 く,池 は外側か らは見 えない。 アヒルが2～3羽 飼育 されて いた。 この餌 がカモの飛

来の きっかけになって いるようだ。

最大33羽 でほ とん どが カルガモのほか,少 数 のマガモが観察 された。

St.2農 高池6443-21-55

帯広市稲田町西1線 の帯広農業高校東側の北海道指定景観保護淋 内東端にあり,住 宅地の裏に面す

る池。水源が湧水のため冬期でも全面結氷しにくい。東側は住宅地とその庭,そ れ以外はハンノキな

どの自然林に囲まれ,林 床はヨシが多い。池と境界を接する住民が 日常的に餌付けを行っていた。夏

季はカワアイサが繁殖したことがある。

ほとんどマガモだけで最多で233羽 観察された。池の規模にたいして水鳥の密度が非常に高い。

st.3水 光園6443-31-086443-3H8

帯広市東11条 南5丁 目。 旧帯広川 の一部が止水 とな って残 った もの。古 くか らの植裁木 が大木 と

な り緑地 をつ くっている。ハルニ レ,イ チイな どが見 られ,春 ～夏はアオサギ が繁殖 して いる。1月

か ら2月 は面積の半分以上の結氷が見 られ る。マガ モ ・カルガモが繁殖する。

4月 に30羽 以上 に達 したが,水 面規模 に比べて少ないよ うに思 える。 ほとん どマガ モだった・

st.4長 谷川物産の池6443-31-14

帯広市西16条 北1丁 目の長谷川物産所有 地内(当 時)に 巨石で構成 された人工池。池 の由来 は自

然 のものか どうかは不 明。 国道38号 線 に面 し社 屋 と駐車場が ある。他の3方 向は壁状 の巨石 に囲ま

れて いるが,池 のす ぐよ こに四阿が設置されてお り付近 の人が 自由に出入 りできる。 中央 に巨石の中

島が ある。ア ヒルやコイ が飼育 されて いた。
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ほ とん どがマガモ だった。2004年 度調査が最 大65羽 に対 して2005年 度調査 は177羽 に達 し,ほ

ぼ全期間通 じて多か った。

st.5帯 広温泉の池6443-31-14

帯広市 西16条 北1丁 目付近,国 道38号 線のす ぐ北側 に位置す る。

元は この3倍 ほどの面積 の 自然 の池 を残 した もの。 コンク リー トな ど護岸 は見 られず,岸 はイネ科

草本の植生。東側が トドマ ツな どの植裁 され た公 園,西 側 が温 泉施設,北 側 は2004年 度調査 の期 間

中のみ住宅建設 のため,人 間の往来が多か った。 温泉施設 の方が毎 日少量の餌 をカモ に与えていた。

コガ モが特 に多 く194羽 に達 した。種数は6種 だった。

2004年 度 調査 では127羽2005年 度調査では267羽 に達 し,全 体的 に2005年 度調査の方が多い傾

向があった。場所が近いSt.4も 似たよ うな増加 を しているが,構 成種が異なる。

2004年 度調査時 は住宅 建設で周囲 の人通 りが多か った影響で ,個 体数 が比較 的少なか ったと考 え

られ る。

St.6緑 ヶ丘公園 十勝池6443-21-85

帯広市緑 ヶ丘2番 地緑 ヶ丘 公園の 中に約80年 前 につ く られた池。 中央部 に築 山状 の島があ り,ハ

ルニ レ,ヨ ー ロッパ トウヒ,ウ ラジロバ コヤナギな どの高木が生育 している。

池 の南側 は高 さ10メ ー トル ほ どの芝 生斜面 で,そ の周囲にカ ラマツやケヤマハ ンノキ の疎林が生

育 している。他 の三方は シラカバな どがまば らに植え られてお り。 園路 に囲まれている。

昔は木杭 の護岸だ ったが,現 在 は全 く護岸 されてお らず,水 面 と地面 の差は15セ ンチほ ど。

市民利用が多 く,春 か ら秋 まで餌付 けが絶えな い。9月 か ら11月 までが150羽 前後観察 され,12

月か ら3月 下旬 までは全面結氷 してお り水鳥は いない。4月,5月 少数が飛来 し,マ ガ モ とカルガモ

が繁殖 して いた。マガモ とカルガモ の個体数 は40か ら100羽 程度 で拮抗 してお り,マ ガ モのほ うが

やや多 く,数 の変動が大きかった。

St.7札 内ガーデ ン温 泉の池6443-32-10

幕別町札内北町の温 泉施設 に付属す る池。 自然の池 をコンク リー トで護岸 したものと思われ る。施

設 が建つ 中央 の陸地 を含 める と短径80m長 径200mほ どだが,水 路その ものの幅は約20m。 周 囲全

体が公園化 されてお り,チ ョウセ ンゴ ヨウな どがやや疎 に植裁 され,中 央 の陸地面積 の半分は温泉施

設である。ア ヒル2羽 とコイが多数放流され餌 の 自動販売機が設置され ていた。

マガモが最多で165羽,コ ガモが最多で100羽 だ ったが ,少 ない月 もあ り,個 体数の変動が大 きか

った。

st.8十 勝川温泉上流の池6443-32-13

十勝川本流 の一部分 と河川敷 が治水工事 によ り取 り残 されて池化 した もの。

岸辺 に人工的な部分は少ないが,池 はカヌー乗 り場 となっている。岸辺 にヨシが生育 し,そ のさ ら

に外側 はパー クゴル フ場である。池周 囲の高木は まば らで,ド ロノキな どが生育する。

夏期 はカルガモの繁殖 が見 られ る。厳冬期 には全面結氷す る。

カルガモが多 く60羽 ほ どだった。 いろいろな種 類が不連続的 にあらわれた。
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河 川

st.9伏 古別川6443-3H5

古 い流れが護岸 された小河 川で,北 親橋(帯 広市西7条 北4丁 目)を 中心 に500mほ どを調査 した。

護岸はコンク リー ト壁。川の中には植物がイネ科の草本あるいはガマがびっ しりと繁茂 して いた。マ

ガモ,カ ルガ モが少数見 られた。

st.10ウ ツベツ川6443-21-856443-21-94

緑 ヶ丘橋下流(帯 広市緑 ヶ丘7丁 目)か ら帯広川 との合流点直下の西7条 橋(帯 広市西7条 南3丁

目)ま での約3kmを 調査 した。

帯広市街地内 を流れ,川 幅 は大部分が2～10メ ー トルで,最 も下流が15メ ー トル程度。

水量 は少な く流れは緩や か。河川 の右岸は切 り立ったコンク リー ト護岸,左 岸 はコンク リー トブ ロ

ックでつ くられた緩斜面に土が乗 り,そ こにイネ科植物 とヤナギ類が疎 に生育 している。帯広川 との

合流点付近では両岸は コンク リー トの切 り立 った護岸である。

上流部 はカルガモ とマガモが多 く,帯 広川 との合流部では種類 も個体数 も多かった。

st.11売 買川6443-21-546443-21-666443-21-756443-21-766443-21-77

共 栄橋(帯 広市 西15条 南37丁 目)～ 札 内川 との合流 点寸 前(東7条 南26丁 目付近)ま での約

3.5kmを 調査 した。

帯広市街地南側の外縁部 を流れ,周 辺は住 宅地 が多 いが,疎 林 も見 られる。川辺 にはヤナギ類が多

く生育 している。流速 は速 く,瀬 が多 く見 られ る。堰堤や支流 の合流点付近で は水 が滞 留 してお り,

ところ どころに散発的な餌付 けが見 られた。

ほ とん どがマガモで,150～300羽 程度 だった。水の滞留す る場所 に局地 的に見 られた。2004年 度

調査では3月,4月 に個体数が多 く,2005年 度調査 では12月 か ら2月 にかけて多か った・

St.12帯 広 川上流6443-31-156443-31-166443-3H7

西7条 橋(帯 広市西7条 南3丁 目)か ら帯里橋(東8条 南1丁 目)ま での約2.2kmを 調査 した・

護岸は コンクリー ト壁 だが2段 にな ってお り,高 水敷 はコンク リー トブ ロック,あ るいは芝生で人が

歩 くことがで きる。低水敷 には土が堆積 し,洲 が多 く,ヨ シ,ガ マ,ヤ ナギ類 が見 られ る。

鎮橋下流 には人が水辺まで降 りられ る部分があ り,こ こで大量 の餌付けが行 われ半観光地化 してい

る。 このほか にも7つ の橋 ごとに散発的な餌付けがあるよ うだ。

下 流部分 はヤナギが薄 く河畔林状 に生育 して いる。川幅は約25メ ー トル。

個 体数は多 く、最多で1000羽 を越 える ときもあった。 マガモが50～80%で900羽 を越 える ことも

あった。20～40%が カルガモだ った。種類 は最大ll種 類で,St.13よ りは少な い。

st.13帯 広川下流6443-31-176443-31-186443-31-19

東8条 南1丁 目の帯里橋下流か ら、札内川合流点 の直 前の無名の橋(通 称 鴨見橋)の 下流で水が滞

留 している場所 までの約1.8kmを 調査 した。 この区域 は1931(昭 和6)年 か ら掘削 された水路 である。

かつて川 は ここか らまっす ぐに札 内川 に合流 していたが,現 在ではバイパス状に下流部へ導かれて

合流 している。バイパス部は調査地 に含 めて いない。

川幅は10～25メ ー トル。最 も下流部 に30メ ー トル ×50メ ー トル ほ どの三 角形状の池が付属 して
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いる。

銀輪橋 までのあいだ は両岸 に土が堆積 し,ク サ ヨシ ・ヨシな どが繁茂 しヤナギ類が部分 的に生育 し

て いる。 下水終末処理場で処理 された水が放流 されてお り,こ こにも少数 の水鳥がいる。

銀輪橋 よ りも下流は流速が極端 に遅 くな り,水 中に水草類 が繁茂す る。無名橋上流部 の両岸 にケ シ

ョウヤナギ を中心 とす る樹木が生育 して いる。護岸は コンク リー トブロック,堤 防は土 に牧草類が生

育 している。定期 ・不定期な餌付 けが行われてい る。

個体 数は多 く,総 計1000羽 を越え ることもあ った。マガ モは最 も多いが50%を 越え ることは少な

かった。 カルガモがほ とん ど見 られなか った。他はコガ モ,ヒ ドリガモ,ハ クチ ョウ,キ ンクロバジ

ロが多か った。種数は14～18種 で、最 も多かった。

st.14南 一線橋下流6443-31-31

帯広川 の帯広 市西21条 南2丁 目の堰 堤の上流で河川が滞留 し、水面が広が って いる部分 を中心 に

200メ ー トル ほ どを調査 した。 この部分以外は浅 い瀬が多 い。付近住 民が冬期 にオオハクチ ョウへ餌

付 けを行 っていた。

オオハクチ ョウが150羽 前後で最 も多 く,次 いでマガモが60か ら70羽 だ った。種数は4,5種 類

で,水 面規模 の割 には少なかった。

st.15十 勝川温泉 白鳥護岸6443-32-136443-32-146443-32-04

音更町十勝川温泉 にあ り,水 制工が連な るいくつかの円弧状 の護岸 のため水が滞 留 し,水 鳥が集 ま

りやすい。十数年前か ら観光 目的でオオハ クチ ョウへ の大量 の(2003年 まで は12月 か ら3月 まで少

な くとも1日60キ ログラム,2004年 以降は2月 までで少な くとも1日 に30キ ログ ラム)餌 付けが

行 われてお り,加 えて観光客が絶 え間な く餌付け している。

水制工は コンク リー トブロ ックが敷き詰め られてお り,高 水敷は広い芝生になって いる。その対岸

はれ きが堆積 した洲 となって いる。 この芝生や 中洲 にも水鳥が来る。

川幅は広 い ところで100m以 上あ り,餌 場 を中心 に上下流 を約500mず つ見渡 して調査 した。

総計は多 く,1000か ら1500羽 程度だ った。ほ とん どの月で2005年 度 調査 の総計が2004年 度調査

に比べ少なか った。マガモがそ の半数 前後 を 占め ,次 いで ヒ ドリガモ,オ オハ クチ ョウが多か った。

4月 のみオナガガモが急増 した。

st.16平 原大橋～鈴蘭大橋6443-31-336443-31-226443-31-326443-31-236443-31-346443-31-35

どち らも十勝川本流に架 かる橋 で,平 原大橋は帯広 市西18条 北3丁 目付近,鈴 蘭大橋 は西10条 北

9丁 目付近。それぞれの橋か ら確 認できる範 囲の上下流合計約2 .5kmを 調査 した。川幅 は100m以 上

で,洲 で本流 と分流 した,流 れが緩やかな部分が見 られ た。平原大橋南西部の浄化セ ンター のもの と

思われ る温排水の流入 があ り多数 の水鳥が見 られ た。

2004年 度調査では1000羽 近 くに達 したが,2005年 度調査では400羽 程度 に とどまった。 コガ モが

半数以上 を占め,次 いでホオ ジロガモ,マ ガ モが多か った。種類数 も比較 的多 く他の調査地 と比べて

独特な種類構 成だった。

観察された種類と個体数

両調査で観察された水鳥は,不 明や雑種と思われる個体をのぞくと21種 類だった。うちカモ科が
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19種 類,カ イツブ リ科が1種 類でカイツブ リ,ク イナ科は1種 類で オオバ ンだった(表2)。

2004年 度調査 では20種,2005年 度調査では16種 が観察 された。

2004年 度調査で観察 され たが,2005年 調査では観察 され なかった種 類は,オ カ ヨシガ モ,シ マア

ジ,ホ シバ ジロ,ス ズガモ,ト モエガモだ った。

2004年 度調査 で観察 されず,2005年 度調査で観察 された種類 はシノリガモだった。

個体数が最 も多かった のはマガ モで,2005年1月2600羽 ・2006年2月2266羽 だ った。以下,最

多月 ごとの個体数が多 い順 に詳細を述 べる。

種類別詳細

マガモ

全ての調査地で観察され, ほとん どの調査地 で多数 を占めたが,St.1,8で は少なか った。

2004年 度調査 5月 以外 の調査 月で最 も多 く観察 され,9月 か ら3月 まで は総 計のお よそ 半数 を

占めた。調査開始 月の9月 が432羽,最 多月は1月 の2600羽,最 少月は5月 の72

羽だ った。1月 に最多数 を持つ 山形 の動態 を示 した。

2005年 度調査 す べての調査 月で最 多数観察 され てお り,9月 か ら3月 までは総計 の半数 がマガ

モだった。9月 が495羽,2月 が最多 月で2266羽,最 少が5月 の128羽 だった。

2004年 度調査 と比べ る と,1月 の個体数が800羽 以上少なか った。

コガモ

2004年 度 調査 はllカ 所,2005年 度 調 査 は8カ 所 で観 察 され たが,多 い場 所 が 限 られ て い た。

St.5,8,13,16で は多か った。St.15で は1月,2月 以外 は少 なか った。2005年 度調査 で のSt.5と

St.16の 個体 数は増加減少が相互補完的である ことか ら個体群が共通 していた可能性がある。

2004年 度調査:開 始 月の9月 が121羽 で最 少だ った が,こ の月は,調 査地で繁殖 が見 られ るマガ

モ,カ ルガモに次 ぐ個体数だ った。翌月か ら急激 に増加 し,最 も多い1月 には950

羽 に も達 した。3月 に390羽 に減少 したが4月 に730羽 に増加 し,5月 の調査 で

も295羽 が観察 され,こ の月で は最多 の種類だった。

2005年 度調査:9月 と5月 がそれぞ れ75羽 で最 少だった。最多が2月 の527羽 の 山形 の動態 を示

したが,11月,1月 に80羽 ほどの一・時的な減少,3月 は約200羽 減 少 し,4月 に

ほぼ もとの数 に戻 る動きがあ った。2004年 度 調査 と比べ ると12月 で は約300羽,

1月 では約600羽 少 なか った。亜 種 アメ リカ コガ モが2006年2月18日St.15

で観察 された。

オオハ クチ ョウ

2004年 度調査で は7カ 所,2005年 度調査 では8カ 所 で観 察 され,SLI2,13,14,15で 多 かった。

ほとんどの河川で観察 され,水 面規模 と餌付け頻度 が大 きいところで個体 数が多 かった。餌付けのな
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いSt.16で は 少 な く,ま ば らに分 布 して いた。

2004年 度調査:9月 には観 察 されず ,10月 に39羽,12月 か ら急 に増加 し358羽,最 多数 が2月

の735羽 だ った。多数観察 された鳥 のうち,オ オハ クチ ョウだけが2月 に個体 数

のピー クが あった。以後急激 に減少 し,4月 が213羽,5月 は3羽 だった。

2005年 度 調査:10月 か ら観察 され,1月 が476羽,2月 が477羽 で最多だった。3月 は55羽 へ と

急 に減少 したが,4月 には147羽 観察 された。5月 は1羽 だ った。

オナガガモ

2004年 度調査 は5カ 所で,2005年 度調査 は9カ 所 で観察 された。St.15で 特 に多か った。

2004年 度調査:9月 は1羽,11月 に109羽 に達 し,3月 まで200羽 以下 で推移 した。1月 に176

羽だったが,4月 に433羽 とい う最多数が観察 された。

2005年 度調査:10月 か ら観 察 され,3月 まで100羽 ～200羽 前後 で増減 を繰 り返 して推移 した。

4月 に457羽 の最多数が観察 され た。

ヒ ドリガモ

2004年 度調査は10カ 所,2005年 度調査は9カ 所で観察 され た。St.13,15が 多かった。

2004年 度調査:9月 は15羽 だが,10月 に386羽 を記録 して以降5月 まで250か ら400羽 の間で

上下 した。マガモ のようには っき りとした ピー クを持たな い。多 い月は10月,11

月,2月,4月 で,100羽 くらいの差で多 い時期 と少ない時期 を繰 り返 していた。

5月 には278羽 観察 され,コ ガモ に次いで多かった。

2005年 度調査:9月 は30羽 だが,10月 か ら4月 までは200羽 か ら400羽 以下 の間で ,2月 の392

羽 を最多 とす るやや 山形の変化 が見 られた。5月 は120羽 で,マ ガ モ に次 いで多

かった。

ホオ ジロガモ

St.13,15,16で のみ観察 された。餌付 け場ではな く,河 川 の水面上 に広 く分布 していた

2004年 度調査:9月 と5月 には観察 され なかった。最多数 は1月 の390羽 で ,2月 に一・旦減 少す

るが,3月 は349羽 が観察 された。4月 には85羽 に減少 した。

2005年 度 調査:10月 か ら観察 されは じめ(1羽),2月 が最 多で266羽,3月 に80羽 に減 じて ,

5月 まで減少 しなが ら観察 された。

カルガモ

両 年度 とも15カ 所で観察 された。個体数 の割 りに分布場所 が多か った。個体数 はSt.12で 際だ っ
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て 多 か った。St.12とSt.13は 同 じ帯広 川 だ が,下 流 で あ るSt.13で は ほ とん ど観 察 されず,逆 に

St.12の 上流であるSt.10で 多かった。St.1で は個体 数そ のものは少な いがほ とん どカルガモだ けで 占

め られて いた。 このほかSt.8の よ うな市街 地内の公園で餌付 けのある場所で多 い印象があ るが,St.4

な どにはカルガ モがいな いため,必 ず しも当て はま らな い。

St.15とSt.7は 例外的 に郊外 で観察 され た個体群 で,個 体 数の変化 が相互補完的であ ったた め,共 通

す る個体群 の可能性が ある。

2004年 度調査:9月 は189羽 で マガ モ に次 いで多か った。最多数 は1月 の382羽2月 はほぼ 同

じで,以 降減少 し,5月 は34羽 だった。

2005年 度調査:9月 は211羽 で マガ モ に次 いで多か った。最多 月は2月 の349羽,4月 までだ い

たい250羽 前後で推移 した。5月 だけが28羽 で少なかった。

9月24日 にSt.12帯 広 川上流 でヒナが3羽 観察 された。

キ ンクロバ ジロ

両年度 ともに6カ 所で観察 され た。St.13,15で 多 く観察 され た。

2004年 度調査:10月 か ら観察 され,ll月,3月,5月 に80羽 程度が観察 された。他 の月は50か

ら60羽 を上下 したが,1月 が最 も少な く42羽 だった。

2005年 度調査:10月 に127羽,4月 に191羽 が観察 され,そ の間 の12月 が13羽 ,1月 が28羽 で

少なか った。秋 と春 の渡 り時期 に増加す るよ うだ。

カワアイサ

両 年度 ともllカ 所で観察 され た。Sし15,16で 多 く見 られた。個体 数は比較 的少ないが,マ ガ モ,

カルガモ に次 いで多 くの調査地で観察 された。

2004年 度調査:9月 か ら5月 まで観察 され,22か ら50羽 の問で変 動 した。10月 ,12月,2月 が

多 く,4,5月 が少 なか った。

2005年 度調査:9月 か ら5月 まで観察 され,23か ら95羽 の間で変動 した。9月,1月 が多 く,他

の月は2月 をのぞ いておよそ20か ら30羽 少なか った。

カイツブ リ

2004年 度調査では6カ 所,2005年 度調査で は5カ 所で観察 された。St.13で 個体数が多かった。

2004年 度調査:9月 か ら5月 まで観察 され,12月 の20羽 が最多。9月 と5月 が少なかった。

2005年 度調査:10月 か ら5月 まで観察 され た。全 ての月で10羽 以下 だった。ll月 の9羽 が最多

だった。
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ミコアイサ

2004年 度調査では6カ 所,2005年 度調査では4カ 所観察 され た。St.8,13,16で 個体数が多か った。

2004年 度調査:10月 か ら4月 まで観察 され,2月 が19羽 で最多だ った。10,ll月 は1羽 だけだ

が12月 は12羽 だ った。

2005年 度調査:10月 か ら2月,4月 に観察 された。4月 の12羽 が最多で,他 は8羽 以下。

ハ シビロガモ

2004年 度調査は6カ 所2005年 度調査で4カ 所観察 された。

2004年 度調査:2月 以外 に観察 された。10月 の7羽,4月 の12羽,5月7羽 が多い。

2005年 度調査:12,2,3月 以外 に観察 された。10月 の7羽 が最多だ った。

ア メ リカ ヒ ドリ

両年度 とも2カ 所で観察 された。St.13が 多か った。

2004年 度調査:5月 以外 に観察 された。1羽 か2羽 が ヒ ドリガモ と行動 をともに していた。

2005年 度調査:9月 と4月 以外 に観察 された。1羽 か2羽 がヒ ドリガモ と行動を ともに して いた。

ヨシガモ

2004年 度調査:4月 をのぞ く,12か ら5月 に観察 された。 ほとん どがSt.13で 観察され た。

2005年 度調査:10月,1か ら3月 に1か ら2羽 が観察 された。

オ カヨシガモ

2004年 度調査で は4月 にのみSt.13で2羽 観察 された。2005年 度調査で は観察 されなかった。

シマアジ

2004年 度 調査 で,4月 にのみSt.16で4羽 観察 された。2005年 度 調査 では観察 されなかった。

ホシバ ジロ

2004年 度調査では,St.13,15で,1月 か ら4月 に1か ら2羽 が観察 された。2005年 度調査では観

察 されなかった。

スズガモ

2004年 度調査で は,3月 をのぞ くll月 か ら4月 にSし13で 観 察 された。2005年 度調査で は観察 さ

れなかった。
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トモエガモ

2004年 度調査で10月 に1羽 がSt.13で 観察 された。

2005年 度調査で9月 に1羽 がSt.13で 観察 された。

シノ リガモ

2004年 度調査では観察 され なか った。

2005年 度調査では12月,1月,2月,にSt.15で 観察 され た。

オオバ ン

2004年 度調査では,9月 に1羽 がSt.13で 観察 された。

2005年 度調査では10月,3月,4月 にそれぞれ1羽 がSt.13で 観察 された。

雑種と思われるカモ

外見上の特徴か ら,マ ガモとカルガモ,あ るいはマガモとアヒルの雑種と思われる個体 と,ヒ ドリ

ガモとアメリカヒ ドリの雑種 と思われる個体が,調 査期間を通 じて数羽観察された。

個体数の動態について

今回は2004年 度と2005年 度調査の比較から,個 体数の変化や調査年度での違い,分 布上 目立った

点について若干の考察とともに述べる。

1.総 計 で比 較す る と,両 年度 と も9月 か ら個 体 数 の増 加が は じま り,2004年 度 調 査で は1月,

2005年 度調査 では2月 まで個体数 の増加が続 いた。それ 以降,両 年度 とも3月 まで減少 し,4

月に一旦増加 し(2004年 度調査の場合 は微増),5月 には大き く減 少 していた。 また,2005年 度

調査 では,観 察 された個体 数が少な い こと,12月 以降 の増加 が少な い こと,2月 か ら4月 にか

けての変 動が大きい傾向が ある点が異な って いた。3月 か ら4月 の増加数 を総計で比較す ると,

2004年 度 調査 では53羽 の増加だったが,2005年 度調査 では増加数が大き く612羽 だった。そ の

後5月 まで約300羽 の差 を保 った まま減少 している。

2.ほ とん どの調査 月で2004年 度調査 よ りも2005年 度調査 の個体 数が少なか った。9月 は2005年

度 調査 の個体数 が約100羽 多か ったが,そ れ以降 は2005年 度調査の方が少なか った。10月 で約

800羽,ll月 は約300羽,12月 は約1300羽,1月 は約1700羽 以 上 もの大 きな差 だった。以後

5月 まで2005年 度調査 の方が少 なか った。2005年 度調査 の最 多個体数 は2004年 度調査 の12月

か ら2月 まで の個体数よ りも少 なか った。種類 ごとに見 ても,オ ナガガモ,キ ンク ロバ ジロな ど

一部 の種 の一部の月以外 は2005年 度調査の個体数:が少なかった。

3.個 体 数の変化の要因 につ いて。9月 か ら12月 まで の個体数 の増加は,時 期か ら見て渡 りによる

もの と考 え られ る。 しか し渡 り時期 を過 ぎた と考 え られ る12月 か ら2月 にかけて,600羽 か ら

1000羽 にあたる個体 数 の増減が 生 じて いた。 この増減 は,積 雪や 凍結な どの状況 に応 じて水鳥

が場所 を選 択す る ことで,地 域 内で個体群 の集合,分 散 が生 じて いる と思われ る。 これ に加え
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て,積 雪や凍結が 自然環境よ りも比較的少な い市街地 とそ の周辺 に,水 鳥が集合する 「餌付 け場」

があ らか じめ存在 して いることが,移 動 の個体数規模 をよ り大 き くして いるのではないだ ろうか。

3月 か ら4月 の両年度の増減 の違 いにつ いて ,そ の年の積雪深か ら考察 した。帯広測候所の記録

による と,2004年 度 調査時の積雪深は,3月1日 が65セ ンチ,調 査 日の3月12日 は76セ ンチ

に増加 した・以後3月31日 まで には11セ ンチに減 少 し,調 査 日の4月2日 には0セ ンチ となっ

ている・一方2005年 度調査 の積雪深は ,3月2日 の32セ ンチか ら徐々に減少 し,調 査 日の3月

18日 は0セ ンチだった・以後 ほ とん ど積雪が なか ったが ,3月29日 に38セ ンチの降雪があ り,

調査 日の4月8日 には5セ ンチの積雪深が あった。2006年3月 は積雪 深が少なか ったため,調

査地以外に採食等が可能な場所が多 くな り,調 査地以外への分散 が促 されたため個体 数が減少 し

たが,3月 末 の降雪 のため採食等 の行動が制限 され,4月 には一時的 に調査地 に戻った可能性が

考え られ る・ しか し,こ の時期 は渡 りの時期 とも重なるため,原 因を一つ に特定する ことは難 し

い・足環やマーキ ング,調 査地以外へ の飛来調査な ど,他 の調査 とあわせて考察 を進 める必要が

あるだ ろう。

要 約

2004年9月 ～2006年5月 の越冬期に ,帯広市街地 とそ の周辺の16地 点 で水鳥 の個体数 を調査 した。

12月 か ら2月 の個体 数が最 も多か った。4月 には一・時的に個体数が増加 した。

それぞれの調査年度 の最多月 と個体数 は、2005年1月 の5461羽 と2006年2月 の4520羽 だ った。

両年通 して21種 の水鳥が観察 され た。種類、個体数 とも2004年 度調査 の方が多かった。

種類別 の個体数では・ マガ モが最 も多 く,全 体のほぼ 半数 を占めた。そのほか ,コ ガ モ,オ オハ ク

チ ョウ,オ ナガガモ,ヒ ドリガモ,ホ オ ジロガ モ,カ ルガモが多か った。

多 くの種類で12月 か ら2月 の個体数が最 も多 かった。 しか し、オナガガ モは4月 に最 も多かった。

渡 りの時期以外 にもかかわ らず、12月 か ら2月 に個体 数の増減が見 られた。

積雪の深さの変動が、地域内での水鳥 の集合や分散 の一因である可能性が考 え られた。
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表4.主 要 種 の 調 査 地 別 個 体 数 変 化

Table.4Numbersfluctuationofamainspecies.

マガモ (2004年 度 調査)

9月10月ll月12月1月2月3月4月5月

(2005年 度調査)

9月10月ll月12月1月2月3月4月5月

止 水St.l

St.2

St.3

自由が丘温泉
農高池

水光園

St.4長 谷川物産池

St.5帯 広温泉

St.6緑 ヶ丘光 園十 勝池

NDND2

5793122

11

4

67

2

1791241501609

793342

53494429656122

1944807362425

801113

St.7札 内ガ ーデ ン温泉ND3581744429NDl22

St.8十 勝川温 泉上流池331932

河 川St.9伏.占 別 川

St.10ウ ツ ベ ツ 川

St.11売 買 川

St.12帯 広 川上流

St.13帯 広 川下流

St.14帯 広川南一線橋餌場

25232

8192532377333418

38612243681011473

132

93

5

40844476192366850538721

247395408512561189892

2352656

St.15十 勝 川 温 泉 白鳥 護 岸3666997207165323383013

St.16平 原 大 橋 ～ 鈴 蘭 大 橋251641318886519

2222

5511019220723340861049

18102616276

34

77

721121481121777774

11836348611218

4062107

28414682105821659

1211884

25

1127163386986610911

20366102832934

10725560153836743128346855

1821232201712194941148112

283774645

1774506175025243001792

235058

総計(羽) 432140920472512260022281549128772 495874184820681734226611741314128

コガ モ (2004年 度調 査)

9月10月ll月12月1月2月3月4月5月

(2005年 度調査)

9月10月11月12月1月2月3月4月5月

止 水St.l

St.2

St.3

自由が丘温泉
農高池

水光園

St.4長 谷川物産池

St.5帯 広温泉

St.6緑 ヶ丘光園十勝池

NDND

5533670235

10

St.7札 内ガーデ ン温 泉NDlO2452923ND63

St.8十 勝川温泉 上流池5152

河 川St.9伏 古 別 川

St.10ウ ツベ ツ 川

St.11売 買川

St.12帯 広 川上流

St.13帯 広 川下流

5

ll

4

10424424

2721213115824721311522224

2

4119480714213319

510012642348

12222

5

213

301291123931164683119

St.14帯 広 川南一線橋餌場

St.15十 勝 川 温 泉 白鳥 護 岸ll6026928

St.16平 原 大 橋 ～ 鈴 蘭 大 橋84150180482606345254431233

ll36312

3317266941961971822042

総計(羽) 121402346763950677392730295 7530622642835552731552275

オオハクチ ョウ (2004年 度調査)

9月10月ll月12月1月2月3月4月5月

(2005年 度調査)
9月10月11月12月1月2月3月4月5月

止 水St.l

St.2

St.3

自由が丘温泉
農高池

水光園

NDND

St.4長 谷川物産池

St.5帯 広温 泉

St.6緑 ヶ丘光 園十勝池

St.7札 内ガ ーデ ン温泉ND

St.8十 勝 川温泉上流池

河 川St.9伏 古 別 川

St.10ウ ツ ベ ツ 川

St.11売 買 川

St.12帯 広川上流

St.13帯 広川下流

St.14帯 広川南一線橋餌 場

St.15十 勝川温泉 白鳥護 岸

St.16平 原大橋 ～鈴 蘭大橋

4

2646

1312

ND

3182

511105

29

113

29

45

133

81

71

101

143

50

53

101

173295357225

112345

43

33

89

71

16

2

4

2016

5870

66

7755

1215

48

5614

66

33

149

128

160

64

82

159

1

り
乙

ll

ρU

6

にJ

l

l

12

ρU

9

0
乙
8

4

9
盈

3

総計(羽)

1

039623585617354442133 Ol8171222476477551471
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北海道帯広市周辺における越冬期の水鳥類の個体数について

(表4.つ づ き)

(Tbble.4Continued)

カルガモ (2004年 度調査)

9月10月11月12月1月2月3月4月5月
(2005年 度調査)

9月10月ll月12月1月2月3月4月5月

止水St.1自 由が丘 温泉

St.2農 高池

St.3水 光 園

St.4長 谷川物産池

St.5帯 広温泉

St.6緑 ヶ丘光 園十勝池

St.7札 内ガーデ ン温泉

St.8十 勝川温泉上流池

河川St.9伏 古別川

St.10ウ ツベツ川

St.ll売 買川

St.12帯 広川上流

St.13帯 広 川下流

St.14帯 広 川南一線橋餌場

St.15十 勝 川温泉 白鳥護岸

St.16平 原 大橋～鈴蘭大橋

NDNDl316262633

3343

675850

4

-
唖

9
乙

1

NDlll38918NDl8

23246071

1

6 1

49215338232

1

9314913423728623013919418

22

6

3

12363628322

2

106182416161016

11213

42

21

846060

212

29

128911810312

27402212 1

26

2430669666618

292

7457138118116188173130

126

4025373673

総 計(羽)

9
0

9
乙

18924827332738236623828434 21117826922324534929624828

ホオジロガモ (2004年 度調査)

9月10月11月12月1月2月3月4月5月
(2005年 度調査)

9月10月ll月12月1月2月3月4月5月

止水St.1自 由が 丘温 泉NDND

St.2農 高池

St.3水 光 園

St.4長 谷川物産池

St.5帯 広温泉

St.6緑 ヶ丘光 園十勝池

St.7札 内ガーデ ン温泉ND

St.8十 勝川温泉上流池

河川St.9伏 古別川

St.10ウ ツベ ツ川

St.11売 買川

St.12帯 広川上流

St.13帯 広川下流

St.14帯 広川南一線橋餌場

St.15十 勝川温泉 白鳥護岸

St.16平 原 大橋～鈴蘭大橋

2

ND

36124

48216201483418

4918315731167

11941

602246693215

11201451564881

総 計(羽) 024826839021734985 016014321026680231

ヒ ドリガ モ (2004年 度調査)

9月10月11月12月1月2月3月4月5月
(2005年 度調査)

9月10月ll月12月1月2月3月4月5月

止水St.1自 由が丘 温泉

SL2農 高池

St.3水 光 園

St.4長 谷川物産池

St.5帯 広温泉

St.6緑 ヶ丘光 園十勝池

St.7札 内ガーデ ン温 泉

St.8十 勝川温泉上流池

河川St.9伏 古別川

St.10ウ ツベツ川

St.ll売 買川

St.12帯 広 川上流

St.13帯 広 川下流

St.14帯 広 川南一線橋餌場

St.15十 勝 川温泉 白鳥護岸

St.16平 原 大橋～鈴蘭大橋

NDND

ND

45

74

2425

18321

2ND4

2

9211584134

1431424021418920014315362

2

41117789216667192152

13323860

1834151119

6

10

552

1

2 614

12

79382525

2717597442432471115818

511021838612821616829

315122

総 計(羽) 15386399321299396251373278 30232290244366392347276120
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(表4.つ づ き)

(Table.4Continued)

オナガガモ (2004年 度調査)

9月10月ll月12月1月2月3月4月5月

(2005年 度 調査)

9月10月ll月12月1月2月3月4月5月

止水St.1自 由が丘温泉

St.2農 高池

St.3水 光園

NDND

2 1

St.4長 谷川物産池

St.5帯 広温泉

St.6緑 ヶ丘光 園十勝池

St.7札 内ガーデ ン温 泉

St.8十 勝川温泉 上流池

河川St.9伏 古別川

St.10ウ ツベ ツ川

St.11売 買川

St.12帯 広川上流

St.13帯 広川下流

St.14帯 広川南一線橋餌 場

St.15十 勝川温泉 白鳥護 岸

St.16平 原大橋 ～鈴蘭大 橋

ND

1

ND

22730211219

74017415

2

3367104124140813694

11818111730

2

162

7

14

23

2

102231614116

7124936

28487118681954431

10345413

総計(羽) 1441091361761721104336 056103116194922194571

キ ンクロハ ジロ (2004年 度調査)

9月10月ll月12月1月2月3月4月5月

(2005年 度調査)

9月10月ll月12月1月2月3月4月5月

止水St.1自 由が丘温 泉

St.2農 高池

St.3水 光園

St.4長 谷川物産池

St.5帯 広温泉

St.6緑 ヶ丘光 園十勝池

St.7札 内ガーデ ン温 泉

St.8十 勝川温泉 上流池

河川St.9伏 古別川

St.10ウ ツベ ツ川

St.ll売 買川

St.12帯 広川上流

St.13帯 広川下流

St.14帯 広川南一線橋餌 場

St.15十 勝川温泉 白鳥護i岸

St.16平 原大橋 ～鈴蘭大 橋

NDND

ND

1

ND

1

5

6137463863895243

346

1014

51

41

23

3

1

7

1114591328707117643

4

724

215

40

総計(羽) 06187534263895786 ll27901328707319190

カ ワアイサ (2004年 度調査)

9月10月ll月12月1月2月3月4月5月

(2005年 度調査)

9月10月ll月12月1月2月3月4月5月

止水St.1自 由が丘温泉

St.2農 高池

St.3水 光園

St.4長 谷川物産池

St.5帯 広温泉

St.6緑 ヶ丘光 園十勝池

St.7札 内ガーデ ン温泉

St.8十 勝川温泉 上流池

河川St.9伏 古別川

St.10ウ ツベ ツ川

St.11売 買川

St.12帯 広川上流

St.13帯 広川下流

St.14帯 広川南一線橋餌場

St.15十 勝川温泉 白鳥護i岸

St.16平 原大橋～鈴蘭大橋

NDND

7

ND3

65

3

3NDl

lO

225

2134

655

2

6169

152

2

2

1

1

90

1

9乙

1

1

ll4222155

3026113721151968

63

251

2

54311

225

12

-

り
乙

2 4

9
自

62611

3441113

6

2

1

21

1418

2

685111387

209711211416410

総計(羽) 384735503248362522 882430279560352331
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